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令和２年度当初予算

一般会計　56億1,300万円
特別会計　25億7,430万円
（国保・後期高齢者医療・介護外３事業）

特別委員会で慎重に審議し、賛成全員で可決

町税
� （千円）

区　分 令和２年度
１　町民税 268,386
２　固定資産税 929,346
３　軽自動車税 30,025
４　町たばこ税 26,136
５　入湯税 4,999

歳入合計 1,258,892

一般会計目的別歳出内訳
� （千円）

区　分 令和２年度
１　議会費 72,376
２　総務費 973,686
３　民生費 1,253,567
４　衛生費 547,675
５　労働費 1,845
６　農林水産費 396,257
７　商工費 297,812
８　土木費 340,043
９　消防費 310,436
10　教育費 797,794
11　災害復旧費 14,649
12　公債費 591,860
13　予備費 15,000

歳出合計 5,613,000

町税は、歳入の22.43％であり、残りの多くは
地方交付税や国、県の補助金等で賄われている。
税収は少子高齢化や人口減少、基幹産業の低迷
により年々減少傾向にある。特に国有資産等の
償却資産減少が顕著であり、税収の減につながっ
ている。
これからも、費用対効果や優先度を考えた身の
丈にあった予算の編成が求められる。

水と森の番人が創る癒しの里　川根本町
～ 豊かな自然、お茶と温泉に彩られた、だれもが安心して暮らせるふるさと ～
� の実現のため、必要な予算である。

建
設
課

災害に強いまちづくり

（社会資本総合整備交付金事業）
・道路ストック総点検、トンネル点検業務委託
・橋梁点検業務委託
近年大規模化、局地化する傾向にある自然災害に備える。

16,990千円

定住促進のための
住環境整備への支援

・定住を目的とした住宅の新築（隣接増築を含む）経費の助成
・定住を目的とした住宅の改修事業（リフォーム補助）
若者等の定住を促進するためには欠かせない予算である。

15,200千円

各課の主要事業について、抜粋してお知らせいたします。
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農
林
課

農地中間管理機構関連
農地整備事業

農地造成に係る測量設計の実施、換地原案作成（下泉原地区）
県営事業への負担金（7.5％負担）
農作業の効率化、生産性の向上が期待されるとともに、耕作放棄地対策の一
助となる。

2,250千円

観
光
商
工
課

寸又峡温泉観光施設
整備事業

寸又峡プロムナードコース内の尾崎坂展望所周辺を改修し、観光施設として
の機能を向上させる。（トイレ改修、展望設備整備）
寸又峡内及び遊歩道の案内看板等整備
観光地寸又峡の魅力向上につながる。

10,630千円

企
画
課

移住定住事業
（�移住相談・お試し移住体
験、空き家バンク）

移住相談・空き家情報の発信及びお試し移住の提供等と併せて空き家の改修
支援を行い、移住定住の促進を図る。移住コーディネーターの活用
移住定住の促進と増加傾向にある移住相談に対応するための事業である。

17,222千円

高
齢
者
福
祉
課

高齢者福祉事業

・外出支援サービス事業
　�高齢者の移動手段の確保、交通利便の増進による、在宅での自立生活支援
及び生活環境整備
生活弱者（高齢等）の足の確保、生活の質の確保のため必要不可欠な事業で
ある。

22,450千円

健
康
福
祉
課

予防事業

・定期予防接種事業
　�予防接種法に定める予防接種を実施し、感染症予防を図る。（日本脳炎・MR・
ポリオ・BCG等の定期予防接種の実施）
・インフルエンザワクチン接種事業
　インフルエンザの感染予防、罹患しての重症化を防ぐ
　（対象者：全町民　 助成額：全額及び一部助成）

21,595千円

・高齢者肺炎球菌ワクチン接種事業
　高齢者の肺炎球菌による肺炎発病の予防を図る。
　（対象者：65歳以上　助成額：全額及び一部助成、または接種費の2分の1）
町民の健康の維持、生命を守るために欠かせない事業である。

1,075千円

社
会
教
育
課

地域で取り組む
生涯学習事業
（�地域の素材を生かした
手作りの生涯学習事業）

「地域で取り組む生涯学習」を推進するため、各組織ごとに事業を実施し、
それに対して補助金を支出する。
地域資源の活用と地域のコミュニティ―醸成のため必要な事業である。

3,000千円

総
務
課

常備消防委託事業
（�委託先：静岡市消防局　
川根北出張所救助資器材
整備）

消防救急業務全般　常備消防との連携
近代設備・装備を備えた広域消防組織に救急・火災等の業務を委託すること
により、迅速かつ的確な初動体制が可能となる。

214,317千円

く
ら
し
環
境
課

デマンドタクシー
運行管理事業
（北部地区・南部地区）

町民の公共交通の利便性を図ることを目的として、デマンドタクシーの運行
を実施　ドアtoドアを基本とする。
交通弱者（高齢者等）の足の確保として欠かせない事業である。

21,202千円

情
　
報

政
策
課

広報川根本町発行事業 紙媒体による情報発信・広報紙編集
内容も充実しており、読者も多く、月始めを楽しみにしている高齢者も多い。 3,795千円

教
育
総
務
課

町立小中学校
ICT教育推進事業

ICT教育推進業務委託（電子辞書、一人１台のタブレット）
情報化社会に対応できる技能・知識の習得、キャリア教育推進のため必要な
事業である。

62,652千円

川根高校支援
（�奥流・南麓寮・よすが苑
の運営経費�など）

川根留学生、遠隔地通学生徒等の利便性の向上や負担の軽減を図るために必
要な事業
※�この外に川根高校の存続を図るため、様々な支援が行われています。
　�年々増え続けるこれらの経費について、様々な角度から検討を加え、受益
者の負担の適正化と合わせて支援の方法等を見直していく必要性も感じる。

150,425千円
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一 

般 

会 

計

農
林
課

　
　

荒
廃
農
地
再
生
対
象

地
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

認
定
農
業
者
８
名
。

下
長
尾
、
尾
呂
久
保
、

崎
平
（
２
か
所
）、
梅
地
、

奥
泉
、
上
岸
、
元
藤
川
、

水
川
が
対
象
地
。

　
　

農
業
次
世
代
人
材
育

成
制
度
は
。

　
　

準
備
型
と
就
農
型
が

あ
り
、
２
名
が
認
定

を
受
け
て
い
る
。

税
務
住
民
課

　
　

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ

ス
な
ど
の
課
税
に
つ

い
て
。

　
　

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ

ス
は
事
務
所
が
町
内

に
あ
る
の
で
、
法
人
町
民

税
の
納
税
義
務
者
に
な
る
。

住
所
の
あ
る
雇
用
者
に
は

個
人
住
民
税
が
、
ま
た
、

問答問答問答

住
所
が
な
い
場
合
で
も
居

住
実
態
が
あ
れ
ば
、
住
登

外
課
税
が
賦
課
さ
れ
る
。

建
設
課

　
　

地
籍
調
査
を
進
め
る

速
度
が
遅
い
と
思
わ

れ
る
が
、
い
か
が
か
。

　
　

国
か
ら
調
査
継
続
依

頼
を
受
け
実
施
し
て

い
る
。
山
間
地
は
所
有
者

の
世
代
交
代
に
よ
り
境
界

の
確
定
が
行
い
に
く
い
。

　
　

住
宅
改
修
事
業
補
助

金
を
新
設
し
た
こ
と

に
よ
り
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
補
助
金
は
廃
止
さ
れ
た

の
か
。

　
　

事
業
目
的
を
商
工
業

の
振
興
か
ら
安
全
に

住
宅
に
住
ん
で
い
た
だ
く

た
め
の
建
築
行
政
と
し
、

事
業
内
容
を
改
め
た
。

　
　

梅
島
下
河
川
環
境
整

備
の
事
業
予
定
は
。

　
　

県
の
予
算
措
置
に
よ

る
が
、
令
和
３
年
度

問答問答問答

の
完
了
を
予
定
し
て
い
る
。

企
画
課

　
　

川
根
留
学
生
の
関
係

者
か
ら
の
ふ
る
さ
と

納
税
は
あ
る
か
。
推
進
す

る
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

　
　

ふ
る
さ
と
納
税
は
、

１
～
２
件
あ
る
。
Ｐ

Ｒ
は
し
て
い
る
が
寄
付
は

強
制
で
き
な
い
た
め
、
留

学
生
関
係
事
業
の
財
源
説

明
を
し
て
推
進
を
考
え
る
。

　
　

オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
事

業
の
内
容
は
。

　
　

焼
津
市
と
の
連
携
事

業
。
本
町
は
千
頭
駅

前
の
管
理
セ
ン
タ
ー
２
階

ス
ペ
ー
ス
の
活
用
を
計
画

し
て
い
る
。

　
　

移
住
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
の
役
割
と
業
務

は
。

　
　

役
場
に
机
を
置
き
、

移
住
相
談
な
ど
総
合

的
な
対
応
を
す
る
。

健
康
福
祉
課

　
　

創
造
と
生
き
が
い
の

湯
指
定
管
理
者
が
撤

退
す
る
理
由
は
。

　
　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
の
事
情

に
よ
る
。
令
和
２
年

問答問答問答問答

度
中
に
指
定
管
理
者
の
再

募
集
を
行
い
、
決
ま
る
ま

で
は
町
直
営
。

　
　

緊
急
風
疹
抗
体
検
査

の
対
象
者
は
何
人
か
。

　
　

６
１
５
人
で
（
昭
和

37
年
４
月
２
日
～
昭

和
54
年
４
月
１
日
生
ま
れ

の
男
性
）、内
２
１
５
人
が

今
年
度
予
定
で
３
ヵ
年
の

事
業
。

観
光
商
工
課

　
　

ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー

ク
の
統
一
的
看
板
設

置
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

看
板
・
の
れ
ん
の
デ
ザ
イ

ン
を
統
一
し
て
は
。

　
　

統
一
性
を
考
慮
し
な

が
ら
継
続
し
て
整
備

を
し
て
行
く
。

　
　

観
光
協
会
へ
の
委
託

業
務
と
補
助
金
が
一

本
化
さ
れ
た
。
補
助
金
が

増
え
る
の
は
、
人
件
費
増

に
つ
な
が
ら
な
い
か
。

　
　

内
容
を
精
査
し
て
決

定
す
る
。

　
　

音
戯
の
郷
の
運
営
の

現
状
は
。

　
　

ト
ー
マ
ス
関
連
の
イ

ベ
ン
ト
は
行
わ
な
い

方
向
。
千
頭
駅
利
用
者
の

問答問答問答問答

休
息
所
と
し
て
の
機
能
が

あ
る
。
音
の
表
現
、
風
景

を
提
示
で
き
る
施
設
運
営

に
心
が
け
、
こ
こ
を
目
指

し
て
来
館
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
転
換
し
て
い
く
。

高
齢
者
福
祉
課

　
　

外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
状
況
は
。

　
　

こ
こ
数
年
減
少
傾
向

で
、
約
７
割
が
島
田

方
面
へ
の
通
院
で
あ
る
た

め
、
同
方
面
へ
の
外
出
支

援
を
一
本
化
し
て
効
率
化

を
図
る
。
相
乗
り
は
運
賃

を
半
額
に
設
定
す
る
。

情
報
政
策
課

　
　

役
場
の
パ
ソ
コ
ン
の

耐
用
年
数
は
。

　
　

５
年
と
し
て
お
り
、

５
年
間
の
賃
貸
借
契

約
を
締
結
し
て
い
る
。

問答問答

　

令
和
２
年
度
川
根
本
町
予
算
特
別
委
員
会
を
３
月
３

日
に
開
き
、
４
日
～
13
日
ま
で
、
担
当
課
別
に
審
査
を

行
い
、
一
般
会
計
と
６
つ
の
特
別
会
計
予
算
の
全
て
を

原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。
主
な
内
容
を
抜
粋
し
て

報
告
い
た
し
ま
す
。

令和２年度　一般・特別会計予算総額81億8,730万円 　　 （前年比5,660万円減）

況を報告します。
審査日　３月３日～１３日

ユネスコエコパークのれん

外出支援サービス車
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く
ら
し
環
境
課

　
　

大
井
川
鐵
道
の
バ
ス

事
業
撤
退
に
よ
り
対

処
し
た
寸
又
峡
線
を
検
証

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　

５
月
頃
に
１
年
間
の

検
証
を
す
る
。
ま
た

観
光
客
入
り
込
み
や
、
接

岨
方
面
バ
ス
も
併
せ
て
検

証
す
る
。

　
　

浄
化
槽
管
理
の
指
導

は
、ど
の
よ
う
に
行
っ

て
い
る
か
。

　
　

点
検
業
者
と
情
報
共

有
し
て
対
応
し
、
改

善
し
て
い
く
予
定
。
広
報

紙
等
で
周
知
す
る
。

総
務
課

　
　

職
員
提
案
報
奨
金
が

計
上
さ
れ
て
い
な
い
。

職
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
上
げ
る
意
味
で
必
要
で

は
な
い
か
。

　
　

提
案
や
事
務
改
善
は

当
然
の
こ
と
で
あ
り
、

報
奨
金
の
支
給
は
見
合
わ

せ
た
。

　
　

防
犯
灯
整
備
事
業
は

地
区
か
ら
の
要
望
を

予
算
措
置
し
た
も
の
か
。

問答問答問答問

　
　

令
和
２
年
度
は
、
過

去
の
実
績
か
ら
必
要

分
の
予
算
を
計
上
し
た
。

教
育
総
務
課

　
　

学
校
の
あ
り
方
検
討

協
議
会
の
結
果
報
告

は
、
区
へ
も
説
明
す
る
の

か
。

　
　

２
年
間
か
け
て
協
議

を
行
っ
た
。
報
告
書

と
し
て
ま
と
め
る
が
、
未

就
学
児
を
持
つ
保
護
者
へ

の
説
明
が
最
も
大
切
だ
と

考
え
る
。
学
校
教
育
制
度

を
ど
う
す
る
か
と
い
う
も

の
で
あ
り
、
学
校
の
配
置

を
決
め
た
も
の
で
は
な
い
。

　
　

寄
宿
舎
の
使
用
料
や
、

公
営
塾
利
用
に
つ
い

て
見
直
し
は
あ
る
か
。

　
　

保
護
者
に
対
し
て
寄

宿
舎
の
使
用
料
の
見

直
し
の
意
向
を
伝
え
て
い

る
。

公
営
塾
利
用
料
は
、
内
部

で
検
討
し
て
い
る
。

　
　

小
学
校
の
統
廃
合
が

考
え
ら
れ
る
中
、
校

舎
等
の
計
画
的
な
修
繕
を

行
っ
て
い
る
か
。

　
　

今
後
の
学
校
運
営
を

踏
ま
え
て
必
要
最
低

答問答問答問答

限
の
修
繕
を
予
算
化
す
る
。

社
会
教
育
課

　
　

令
和
２
年
度
に
本
町

で
「
よ
っ
ぴ
と
い
神

楽
」
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。

予
算
化
は
さ
れ
て
い
る
の

か
。

　
　

補
助
な
ど
の
対
応
は

し
て
い
な
い
が
、
他

市
町
と
の
関
係
も
あ
る
の

で
情
報
収
集
す
る
。

　
　

南
ア
ル
プ
ス
ユ
ネ
ス

コ
エ
コ
パ
ー
ク
、
光

岳
関
係
な
ど
の
事
業
費
を

明
確
に
予
算
化
す
る
必
要

は
な
い
か
。

　
　

資
料
整
理
・
作
成
に

関
す
る
人
件
費
が
ほ

と
ん
ど
で
、
資
機
材
等
が

必
要
な
場
合
に
は
予
算
措

置
し
て
い
く
。

特 

別 

会 

計

国
民
健
康
保
険
事
業

　
　

Ａ
Ｉ
活
用
の
特
定
健

診
未
受
診
者
対
策
事

業
は
、
ど
ん
な
タ
イ
ミ
ン

グ
で
実
施
す
る
の
か
。

　
　

９
月
か
ら
11
月
ご
ろ

に
２
回
行
い
た
い
。

令
和
元
年
度
県
内
で
は
、

問答問答問答

５
市
町
が
実
施
し
て
い
る
。

２
年
度
は
、
本
町
を
含
む

８
市
町
が
実
施
予
定
。

い
や
し
の
里
診
療
所
事
業

　
　

遠
隔
診
療
関
係
の
予

算
措
置
は
。

　
　

委
託
料
で
計
上
し
て

い
る
。

介
護
保
険
事
業

　
　

ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

の
現
況
は
。

　
　

現
在
18
名
。
一
人
が

35
件
を
受
け
持
つ
の

が
上
限
で
、
対
応
が
で
き

て
い
る
。

訪
問
看
護
事
業

　
　

訪
問
看
護
事
業
の
今

後
の
動
向
に
つ
い
て
。

　
　

利
用
者
は
増
加
し
て

い
く
と
見
込
ん
で
い

る
。
開
設
当
初
16
人
、
現

在
30
人
が
利
用
し
て
い
る
。

簡
易
水
道
事
業

　
　

本
川
根
南
部
簡
易
水

道
に
更
新
事
業
が
集

中
し
て
き
て
い
る
。
今
後

の
水
道
事
業
の
経
営
計
画

の
概
要
を
問
う
。

問答問答問答問

令和２年度　一般・特別会計予算総額81億8,730万円 　　 （前年比5,660万円減）

予算特別委員会の審査状

▼
ま
と
め
▲

　

予
算
特
別
委
員
会
で

は
、
各
課
長
、
担
当
職

員
か
ら
予
算
の
説
明
を

受
け
、
委
員
か
ら
は
質

疑
・
意
見
・
提
案
な
ど
が

出
さ
れ
、
副
町
長
、
課

長
、
担
当
職
員
か
ら
回

答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
一
年
間
、

貴
重
な
予
算
が
町
民
の

た
め
に
最
大
限
に
生
か

さ
れ
る
こ
と
を
切
望
し

ま
す
。

予
算
特
別
委
員
会

�

委
員
長
　
石
山
貴
美
夫

　
　

長
期
的
計
画
の
な
か

で
経
営
見
通
し
を
立

て
て
い
く
。
水
道
料
金
の

改
定
は
、
水
道
運
営
委
員

会
で
検
討
す
る
が
、
令
和

３
年
度
か
ら
を
予
定
し
て

い
る
。

答

本川根南部簡易水道
新小長井第2配水池（千頭地内）
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補

正

予

算

◎
一
般
会
計

　

補
正
額
２
億
２
２
７
６�

万
６
千
円
を
減
額
し
て
、

予
算
総
額
を
65
億
９
５
０�

万
７
千
円
と
す
る
も
の
。

○
減
額
の
主
な
理
由

・�
経
費
の
精
査
、
入
札
契

約
差
金
。

・�

実
績
見
込
み
に
基
づ
く

減
額
。

・�

事
業
費
の
減
に
伴
う
国・

県
補
助
金
の
縮
小
。

○
増
額
の
主
な
理
由

・�

急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
事

業
地
元
負
担
金
（
水
川

地
区
）
７
７
６
万
円
。

・�

地
方
公
共
団
体
情
報
シ

ス
テ
ム
機
構
負
担
金　

94
万
４
千
円
な
ど
。

○
繰
越
明
許

・�

年
度
内
完
成
が
見
込
め

な
い
こ
と
で
次
年
度
へ

繰
り
こ
す
工
事
８
件
。

・�

産
地
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事

業
補
助
金
（
青
部
抹
茶

工
場
）
８
億
８
４
０
０�

万
円
な
ど
、
総
額
９
億�

７
１
２
８
万
６
千
円
。

◎
国
民
健
康
保
険
事
業

　

補
正
額
４
０
５
３
万
２�

千
円
を
追
加
し
て
予
算
総

額
、
８
億
４
４
４
７
万
円

３
千
円
と
す
る
も
の
。

・�

医
療
費
の
増
加
に
伴
い
、

医
療
機
関
に
支
払
う
給

付
費
が
増
加
し
た
こ
と
。

◎
簡
易
水
道
事
業

　

補
正
額
２
４
８
万
１
千

円
を
減
額
し
て
予
算
総
額

３
億
２
０
２
９
万
８
千
円

と
す
る
も
の
。

・�
工
事
請
負
費
及
び
施
工

管
理
委
託
料
の
入
札
差

金
に
よ
る
減
額
。

◎
い
や
し
の
里
診
療
所
事
業

・�

歳
入
歳
出
予
算
総
額
の

補
正
は
な
し
。
診
療
報

酬
の
増
額
及
び
一
般
会

計
繰
入
金
の
減
額
。

条

例

制

定

３
議
案
共
通

 

「
川
根
本
町
会
計
年
度
任

用
職
員
の
給
与
及
び
費
用

弁
償
に
関
す
る
条
例
制

定
」
と
は
別
に
任
用
等
に

つ
い
て
規
定
す
る
条
例
が

必
要
と
な
る
こ
と
か
ら
制

定
。

○
川
根
本
町
立
小
中
学
校

の
複
式
学
級
の
指
導
に
係

る
町
費
負
担
教
員
の
任
用

等
に
関
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

・�

町
立
小
中
学
校
の
複
式

学
級
編
制
に
お
け
る
指

導
に
お
い
て
臨
時
的
に

任
用
さ
れ
る
常
勤
の
教

員
に
関
し
て
必
要
な
条

例
。

○
川
根
本
町
立
小
学
校
の

専
科
担
当
教
員
に
係
る
町

費
負
担
教
員
の
任
用
等
に

関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

・�
町
立
小
学
校
に
お
い
て
、

県
費
負
担
小
学
校
専
科

教
員
の
配
置
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

場
合
に
限
り
、
該
当
す

る
教
科
を
担
任
す
る
非

常
勤
の
教
員
に
関
し
て

任
用
等
に
必
要
な
条
例
。

○
川
根
本
町
立
中
学
校
の

免
許
外
教
科
担
任
の
解
消

に
係
る
町
費
負
担
教
員
の

任
用
等
に
関
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

・�

町
立
中
学
校
に
お
い
て
、

県
費
負
担
に
よ
り
相
当

す
る
免
許
状
を
有
す
る

教
員
が
配
置
で
き
な
い

場
合
に
限
り
任
用
さ
れ

る
免
許
外
教
科
担
任
を

解
消
す
る
為
の
非
常
勤

の
教
員
に
関
し
て
任
用

等
必
要
な
条
例
。

条
例
の
一
部
改
正

○
川
根
本
町
監
査
委
員
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

・�

令
和
２
年
４
月
１
日
に

施
行
さ
れ
る
地
方
自
治

法
等
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
に
よ
り
、
町
条

例
中
に
置
け
る
地
方
自

治
法
の
条
番
号
表
記
に

差
異
が
生
じ
た
こ
と
か

ら
改
正
。

　定例会は、３月３日から２５日まで、行われました。
　６日間にわたり予算特別委員会、第２常任委員会を開き、次の案件を審査しました。
・令和２年度予算７件　　・教育委員会委員の任命について
・�川根本町立小中学校の複式学級の指導に係る町費負担教員の任用等に関する条例等の制
定など３件

・川根本町監査委員に関する条例の一部を改正する条例について
・工事請負契約の変更契約の締結について２件　　・令和元年度補正予算４件
　すべて原案通り可決しました。

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

�

（
同
意
案
件
）

　

松
下
陽
子
氏（
東
藤
川
）�

・
保
護
者
代
表
委
員
。

工
事
請
負
契
約
の
変
更

○
本
川
根
南
部
簡
易
水
道

新
小
長
井
配
水
池
新
設
工

事・�

２
８
０
万
２
千
円
増
額

し
変
更
工
事
請
負
契
約

を
締
結
す
る
も
の
。

○
森
林
環
境
保
全
整
備
事

業
林
道
寸
又
線
改
良
工
事

・�

２
６
５
万
円
増
額
し
変

更
工
事
請
負
契
約
を
締

結
す
る
も
の
。

３
月
議
会
で
決
ま
っ
た
こ
と

水川区 急傾斜地工事現場
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町
費
負
担
教
員
に
対
し
て

制
定
さ
れ
る
条
例
３
議
案

の
共
通
す
る
目
的

町
費
負
担
教
員
に
関
し

て
は
、「
川
根
本
町
会
計

年
度
任
用
職
員
の
給
与

及
び
費
用
弁
償
に
関
す

る
条
例
」
と
は
別
に
任

用
等
に
つ
い
て
規
定
す

る
必
要
か
ら
制
定
す
る

も
の
。

３
議
案
共
通
す
る
質
疑

　
　

教
員
免
許
の
更
新
制

に
つ
い
て
。

　
　

免
許
の
更
新
期
間
は

10
年
で
あ
る
。
切
れ

て
い
る
場
合
は
、
免
許
回

復
措
置
が
あ
る
。

◎
川
根
本
町
立
小
中
学
校

の
複
式
学
級
の
指
導
に
係

る
町
費
負
担
教
員
の
任
用

等
に
関
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

こ
の
条
例
は
、
複
式
学

級
編
制
校
の
学
級
編
制

及
び
教
職
員
定
数
の
標

準
に
関
す
る
法
律
に
お

け
る
、
町
費
負
担
教
員

問答

第二常任委員会審査報告
審査日　令和 2年 3月10日

の
任
用
等
に
関
し
て
必

要
な
事
項
を
定
め
る
も

の
。

　
　

12
月
議
会
で
議
決
し

た
、
会
計
年
度
任
用

職
員
に
係
る
条
例
と
は
別

に
制
定
す
る
も
の
か
。

　
　

会
計
年
度
任
用
職
員

に
準
じ
た
制
度
で
あ

る
。
複
式
学
級
は
パ
ー
ト

タ
イ
ム
制
で
対
応
す
る
。

特
殊
勤
務
に
係
る
報
酬
を

支
給
す
る
措
置
、
任
用
等

の
た
め
の
も
の
で
あ
る
。

　
　

規
定
に
、
担
任
不
在

等
に
伴
う
代
替
に
よ

る
教
科
書
等
の
指
導
が
あ

る
が
、
そ
の
運
用
を
ど
う

行
う
の
か
。

　
　

教
員
免
許
を
持
っ
て

い
る
も
の
を
充
て
る
。

担
任
不
在
時
に
お
い
て
は
、

担
任
の
指
導
計
画
に
よ
り

指
導
す
る
。

　
　

規
定
に
、「
自
ら
主

体
的
に
研
修
を
受

け
」
の
主
体
的
な
研
修
と

は
何
か
。

　
　

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
研

修
や
英
語
研
修
な
ど
、

問答問答問答

町
全
体
の
小
学
校
教
員
を

対
象
に
実
施
す
る
研
修
で

あ
る
。
そ
れ
以
外
に
も
自

ら
積
極
的
に
研
修
会
等
に

参
加
す
る
と
い
う
も
の
。

　
　

複
式
学
級
の
編
制
で
、

１
年
生
を
含
め
た
場

合
８
人
以
下
、
そ
の
他
は

15
人
以
下
と
い
う
規
定
は

こ
れ
ま
で
と
同
じ
か
。

　
　

静
岡
県
の
小
学
校
に

お
い
て
、
１
年
生
を

含
め
た
場
合
は
８
人
以
下
、

そ
の
他
は
14
人
以
下
で
あ

る
。

◎
川
根
本
町
立
小
学
校
の

専
科
担
当
教
員
に
係
る
町

費
負
担
教
員
の
任
用
等
に

関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て小

学
校
に
お
い
て
、
県

費
負
担
小
学
校
専
科
教

員
の
配
置
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
場

合
に
限
り
、
該
当
す
る

教
科
を
担
任
す
る
非
常

勤
の
教
員
の
任
用
等
に

関
し
て
必
要
な
事
項
を

定
め
る
も
の
。

問答

　
　

現
時
点
の
人
数
は
。

　
　

県
費
負
担
は
５
人
工
、

町
費
負
担
６
人
工
分

の
予
算
確
保
を
し
て
対
応

し
て
い
る
。

　
　

現
在
は
県
費
負
担
で

す
べ
て
賄
っ
て
い
る

の
か
。

　
　

県
費
負
担
と
町
負
担

両
方
で
対
応
し
て
い

る
。

　
　

町
費
負
担
の
実
数
は

何
人
か
。

　
　

５
名
で
あ
る
。

　
　

担
当
教
科
名
は
。

　
　

音
楽
科
、
図
画
工
作

科
、
家
庭
科
で
あ
る
。

◎
川
根
本
町
立
中
学
校
の

免
許
外
教
科
担
任
の
解
消

係
る
町
費
負
担
教
員
の
任

用
等
に
関
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

中
学
校
に
お
い
て
、
県

費
負
担
に
よ
り
免
許
状

を
有
す
る
教
員
の
配
置

が
で
き
な
い
場
合
に
限

問答問答問答問答

り
、
任
用
さ
れ
る
免
許

外
教
科
担
任
を
解
消
す

る
た
め
の
非
常
勤
の
教

員
に
関
し
て
別
に
任
用

等
必
要
な
事
項
を
定
め

る
も
の
。

　
　

町
費
負
担
の
人
数
は
。

　
　

本
年
度
は
す
べ
て
県

費
負
担
で
対
応
し
て

い
る
。

　
　

で
き
る
だ
け
県
費
負

担
で
雇
用
し
て
い
く

よ
う
に
運
用
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

　
　

現
時
点
で
も
す
べ
て

県
費
負
担
で
あ
る
。

今
後
も
県
教
委
に
対
し
て

要
望
を
し
て
い
き
た
い
。

　
第
二
常
任
委
員
会

�

委
員
長　

野
口
直
次

問答問答

委員会での審査の様子

桜咲く中川根中学校
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質
問 

　

令
和
２
年
度
の
予
算
編

成
に
お
け
る
重
点
施
策
及

び
主
要
事
業
を
伺
う
。

 

副
町
長 

　

本
年
と
同
様
に
総
合
計

画
に
則の
っ
とり
「
町
の
強
み
を

活
か
す
」、「
人
口
減
少
の

克
服
を
目
指
す
」
こ
と
を

柱
と
し
、
人
づ
く
り
・
魅

力
づ
く
り
・
活
力
づ
く
り

を
好
循
環
ま
た
相
乗
さ
せ

て
い
く
予
算
編
成
と
し
た
。

産
業
振
興
の
た
め
、
下
泉

原
地
区
で
の
農
地
造
成
測

量
設
計
等
や
森
林
環
境
譲

与
税
の
活
用
に
よ
る
森
林

整
備
事
業
、
奥
大
井
湖
上

駅
駐
車
場
整
備
事
業
、
空

き
家
バ
ン
ク
事
業
等
の
継

続
に
加
え
、
新
た
に
移
住

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
設

置
し
、
増
加
傾
向
に
あ
る

移
住
相
談
に
き
め
細
や
か

な
対
応
の
体
制
と
強
化
を

図
る
。
引
き
続
き
特
徴
の

あ
る
教
育
の
展
開
の
推
進
、

生
産
年
齢
人
口
の
流
入
に

よ
る
定
住
促
進
を
図
る
。

上
長
尾
バ
イ
パ
ス
の
長
尾

川
へ
の
新
橋
梁
詳
細
設
計

に
着
手
す
る
。

 

質
問 

　

家
庭
に
配
付
す
る
、
洪

水
・
土
砂
災
害
の
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
は
、
前
回
の
も

の
と
何
が
変
わ
っ
た
の
か
、

で
き
る
だ
け
早
く
配
付
で

き
な
い
か
。

 

建
設
課
長 

　

新
マ
ッ
プ
は
、
大
井
川

流
域
に
２
日
間
で
７
８
７

ミ
リ
の
大
雨
が
降
っ
た
と

予
想
し
た
洪
水
浸
水
想
定

区
域
を
基
に
作
成
。
水
深

に
つ
い
て
は
４
段
階
か
ら

７
段
階
に
表
示
変
更
す
る
。

土
砂
災
害
警
戒
区
域
は
、

危
険
箇
所
の
見
直
し
が
行

わ
れ
た
こ
と
に
よ
り
２
０�

５
カ
所
か
ら
２
２
８
カ
所

に
増
え
る
。
従
来
警
戒
区

域
の
み
指
定
で
あ
っ
た
が
、

今
回
は
特
別
警
戒
区
域
も

新
設
さ
れ
る
。
で
き
る
だ

け
早
く
配
付
す
る
。

 

質
問 

　

令
和
２
年
度
の
国
勢
調

査
の
結
果
が
注
目
さ
れ
る

中
、
今
後
の
財
政
状
況
に

ど
の
よ
う
な
こ
と
が
、
懸

念
さ
れ
る
か
を
伺
う
。

 

総
務
課
長 

　

国
勢
調
査
人
口
は
地
方

消
費
税
交
付
金
、
普
通
交

付
税
な
ど
財
源
の
基
礎
数

値
で
財
源
算
定
に
大
き
な

ウ
エ
ー
ト
を
占
め
る
。
人

口
減
少
は
基
準
財
政
需
要

額
の
減
少
に
直
結
す
る
。

国
の
制
度
の
中
で
状
況
不

利
地
域
に
は
一
定
の
配
慮

が
あ
る
と
し
て
も
当
町
に

と
っ
て
は
大
き
な
財
源
の

減
額
等
に
つ
な
が
る
大
き

な
要
因
と
捉
え
今
後
、
対

応
に
つ
い
て
は
、
協
議
し

て
い
き
た
い
。

 

質
問 

　

今
後
の
水
道
料
金
に
対

し
て
の
見
直
し
等
を
伺
う
。

 

副
町
長 

　

現
在
の
簡
易
水
道
事
業

の
運
営
方
式
「
特
別
会
計

方
式
」が
、国
の
制
度
改
正

に
伴
い
令
和
６
年
度
か
ら

「
公
営
企
業
会
計
方
式
」に

移
行
す
る
よ
う
求
め
ら
れ

て
お
り
、
そ
れ
ら
を
見
据

え
た
検
討
を
進
め
て
い
る
。

 

く
ら
し
環
境
課
長 

　

今
後
は
移
行
準
備
期
間

含
め
事
業
の
運
営
は
厳
し

く
な
っ
て
く
る
と
考
え
ら

れ
る
。
水
道
運
営
委
員
会

で
、
今
後
必
要
な
中
長
期

的
な
整
備
計
画
の
策
定
と

計
画
に
必
要
な
事
業
運
営

に
関
わ
る
財
源
確
保
の
見

直
し
を
行
っ
て
い
く
。
そ

れ
に
よ
り
、
ど
の
く
ら
い

の
料
金
の
引
き
上
げ
に
な

る
の
か
、
方
向
性
が
出
た

と
こ
ろ
で
報
告
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
。

 

質
問 

　

来
年
度
以
降
も
国
保
税

介
護
保
険
等
の
見
直
し
、

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
の

影
響
で
、
生
活
も
苦
し
く

な
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。

そ
ん
な
お
り
水
道
料
金
の

値
上
げ
見
直
し
に
お
い
て
、

と
い
う
中
で
の
今
後
一
般

会
計
か
ら
繰
入
金
の
増
額

も
検
討
し
、
町
民
の
直
接

負
担
の
軽
減
を
し
水
道
の

維
持
管
理
を
し
て
頂
き
た

い
。
考
え
を
伺
う
。

 

く
ら
し
環
境
課
長 

　

一
般
会
計
の
繰
り
入
れ

に
つ
い
て
も
企
業
会
計
移

行
す
る
に
あ
た
っ
て
も
継

続
的
に
要
望
し
て
い
き
た

い
。
限
ら
れ
た
財
源
の
中
、

効
率
の
良
い
整
備
が
で
き

る
よ
う
今
後
も
検
討
し
て

い
き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

・�

川
高
の
支
援
の
成
果
と

課
題
に
つ
い
て

・�

農
産
物
出
荷
事
業
に
対

す
る
補
助
金
の
件

問 令和2年度予算及び施政方針について

答 人口減少の中メリハリの利いた予算編成

野口直次 議員

新長尾川橋詳細設計着手へ（上長尾バイパス）
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一 般 質 問



◎
南
ア
ル
プ
ス
ユ
ネ
ス
コ

エ
コ
パ
ー
ク
登
録
を
ツ
ー

ル
に
町
の
魅
力
を
発
信

 

質
問 

　

南
ア
ル
プ
ス
ユ
ネ
ス
コ

エ
コ
パ
ー
ク
の
知
名
度
を

ツ
ー
ル
と
し
て
、
町
の
魅

力
や
活
性
化
を
推
進
す
る

こ
と
は
い
か
が
か
。

 

副
町
長 

　
「
自
然
と
人
間
の
共
生
」

を
基
本
理
念
と
す
る
ユ
ネ

ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
に
基
づ

き
、
自
然
と
文
化
を
守
り

な
が
ら
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
推
進
や
地
域
資
源
を
生

か
し
た
事
業
の
推
進
な
ど

町
の
魅
力
を
発
信
し
て
い

き
た
い
と
考
え
ま
す
。

 

質
問 

　

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進

事
業
の
予
算
が
従
来
と
そ

う
変
わ
ら
な
い
が
、
将
来
、

ロ
ゴ
マ
ー
ク
さ
え
付
い
て

い
れ
ば
何
で
も
売
れ
る
な

ん
て
想
像
す
れ
ば
、
事
業

予
算
を
増
や
し
て
み
た
い

と
思
い
ま
せ
ん
か
。

 

観
光
商
工
課
長 

　

ロ
ゴ
マ
ー
ク
は
看
板
、

ポ
ス
タ
ー
、
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
に
加
え
、
農
林
業
の
産

物
や
加
工
品
、
商
品
等
に

も
条
件
を
満
た
せ
ば
使
用

可
能
で
、
商
工
会
と
の
経

営
支
援
の
会
議
で
も
、
販

路
開
拓
事
業
に
ロ
ゴ
マ
ー

ク
の
利
用
を
推
進
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

 

質
問 

　

現
在
、
富
士
山
静
岡
空

港
内
で
川
根
茶
は
販
売
さ

れ
て
い
な
い
が
、
外
国
の

観
光
客
の
皆
様
向
け
に
、

南
ア
ル
プ
ス
ユ
ネ
ス
コ
エ

コ
パ
ー
ク
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク

や
メ
イ
ド
In
ジ
ャ
パ
ン
な

ど
を
川
根
茶
に
印
刷
す
れ

ば
、
お
土
産
に
丁
度
い
い

と
海
外
向
け
販
売
戦
略
と

し
て
成
功
す
る
の
で
は
な

い
か
。

 

農
林
課
長 

　

静
岡
空
港
で
は
川
根
本

町
産
の
お
茶
が
少
な
い
か

と
思
う
が
、
出
品
、
販
売

の
手
数
料
等
が
、
か
な
り

高
額
だ
と
聞
い
て
い
ま
す
。

大
手
の
お
茶
屋
さ
ん
な
ら

い
い
が
、
小
規
模
な
お
茶

屋
さ
ん
で
は
な
か
な
か
大

変
で
あ
る
と
思
う
。

 

質
問 

　

奥
大
井
音
戯
の
郷
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
の

イ
メ
ー
ジ
は
壁
を
全
て
取

り
払
い
、
日
本
茶
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
が
す
す
め
る

川
根
茶
専
門
の
オ
ー
プ
ン

カ
フ
ェ
を
開
く
こ
と
で
す
。

パ
ラ
ソ
ル
の
下
で
柚
子
の

オ
リ
ジ
ナ
ル
ス
ウ
ィ
ー
ツ

を
味
わ
い
、
Ｓ
Ｌ
の
汽
笛

を
耳
で
楽
し
み
、
周
遊
す

る
観
光
客
な
ど
や
風
景
を

目
で
楽
し
み
、
ゆ
っ
た
り

と
し
た
川
根
時
間
を
満
喫

す
る
観
光
客
を
イ
メ
ー
ジ

で
き
ま
せ
ん
か
。

 

観
光
商
工
課
長 

　

音
戯
の
郷
に
つ
い
て
議

員
の
ご
提
案
は
一
つ
の
参

考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
が
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
も

含
め
た
活
用
は
、
今
後
の

方
向
性
を
見
据
え
た
上
で

の
検
討
に
な
る
か
と
考
え

て
い
ま
す
。

 

質
問 

　

多
く
の
皆
様
が
訪
れ
る

県
立
自
然
公
園
の
町
営
施

設
ウ
ッ
ド
ハ
ウ
ス
お
ろ
く

ぼ
の
今
後
の
運
営
方
針
や

地
域
の
活
性
化
を
ど
の
よ

う
に
お
考
え
か
。

 

観
光
商
工
課
長 

　

今
後
は
、
こ
の
施
設
の

本
来
の
目
的
に
合
っ
た
集

客
と
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を

図
る
こ
と
に
加
え
、
天
文

台
や
周
辺
の
資
源
を
含
め

た
中
で
、
施
設
の
運
営
方

法
を
考
え
て
い
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。
次
年
度
、
期

間
満
了
に
当
た
り
、
運
営

状
況
を
検
証
し
な
が
ら
検

討
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

 

質
問 

　

提
案
や
改
善
、
改
革
案

な
ど
が
複
数
の
課
に
わ
た

り
、
行
政
全
般
の
案
件
と

し
て
ど
こ
の
誰
が
検
討
し

て
い
く
の
か
、
財
政
事
情

の
厳
し
い
川
根
本
町
に
お

い
て
は
、
重
要
な
問
題
と

思
う
が
。

 

企
画
課
長 

　

各
課
の
事
業
は
財
政
面

と
併
せ
て
総
務
課
と
合
同

で
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
時
点
で
考

え
ら
れ
る
問
題
点
と
か
、

こ
こ
と
関
連
す
る
か
ら
と

い
う
課
題
等
を
与
え
て
新

規
事
業
、
ま
た
は
事
業
の

継
続
と
か
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

問 ユネスコエコパーク登録を町の発展に

答 エコツーリズム推進で町の魅力を発信する

ウッドハウスおろくぼと天文台

澤西省司 議員
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問 町民の命、 
医療関係の充実は！コロナ対策は！

答 予算要望聞き対処。コロナ敏速に、支援策も
 

質
問 

　

町
民
の
命
を
守
り
、
移

住
定
住
の
条
件
で
も
あ
る

町
の
医
療
計
画
は
。

 

副
町
長 

　

拠
点
病
院
を
中
心
に
広

域
圏
域
内
で
策
定
さ
れ
た

県
保
健
医
療
計
画
に
基
づ

き
進
め
て
い
き
た
い
。

 

質
問 

　

原
山
、
接
岨
・
寸
又
・

坂
京
等
離
れ
た
集
落
の
多

い
状
況
を
考
慮
し
、
高
額

整
備
し
た
か
わ
ね
フ
ォ
ン

活
用
で
患
者
の
自
宅
に
つ

な
ぎ
、
オ
ン
ラ
イ
ン
診
察

や
緊
急
時
の
集
会
所
等
で

の
診
療
が
実
現
可
能
と
の

提
案
が
医
師
か
ら
あ
る
。

推
進
予
定
は
。

 

情
報
政
策
課
長 

　

地
域
全
体
に
発
展
さ
せ

る
た
め
に
は
解
決
す
べ
き

課
題
も
あ
る
。

 

質
問 

　

遠
方
の
専
門
医
に
行
か

な
く
て
も
、
診
療
所
の
テ

レ
ビ
電
話
で
専
門
医
診
察

が
で
き
る
。
患
者
負
担
軽

減
、
医
療
充
実
面
か
ら
更

に
推
進
す
べ
き
で
は
。

 

副
町
長 

　

取
り
組
む
に
は
町
内
全

て
の
医
師
と
の
連
携
調
整

が
整
う
こ
と
が
今
後
の
展

開
へ
の
入
り
口
と
考
え
る
。

 

質
問 

　

在
宅
医
療
は
患
者
一
人

を
医
師
・
訪
問
看
護
士
・

介
護
・
薬
局
等
が
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
作
り
情
報
共
有

し
看
て
い
く
こ
と
が
必
要
。

今
こ
そ
、
町
の
光
回
線
が

活
用
で
き
る
の
で
は
。

 

副
町
長 

　

町
内
外
の
医
療
関
係
者

内
の
合
意
形
成
が
あ
っ
た

上
で
の
取
り
組
み
と
考
え

る
。

 

質
問 

　

町
民
の
命
・
健
康
に
機

器
類
充
実
は
欠
か
せ
な
い
。

医
師
の
要
望
へ
の
対
応
は
。

ま
た
、
町
営
い
や
し
の
里

診
療
所
の
電
子
カ
ル
テ
は
、

耐
用
年
数
を
超
え
て
お
り

医
師
が
不
安
を
訴
え
て
い

る
が
。

 

副
町
長 

　

各
医
院
に
要
望
を
聞
き
、

過
去
の
整
備
状
況
を
考
慮

し
て
予
算
内
で
決
定
し
て

い
る
。

 

質
問 

　

当
診
療
所
は
前
年
比
の

２
１
３
％
と
限
界
の
患
者

増
に
対
応
頂
い
て
い
た
。

診
療
所
運
営
委
員
会
か
ら

の
ご
意
見
は
な
い
の
か
。

 

副
町
長 

　

患
者
増
を
心
配
し
、
医

師
確
保
の
意
見
が
あ
っ
た
。

 

質
問 

　

当
診
療
所
の
今
後
の
運

営
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
問
う
。

 

副
町
長 

　

現
医
療
体
制
の
な
か
で

の
維
持
と
考
え
る
。

 

質
問 

　

当
診
療
所
は
患
者
、
町

民
か
ら
駐
車
場
整
備
、
玄

関
の
安
全
確
保
、
施
設
充

実
等
、
厳
し
い
要
望
が
多

く
で
て
い
る
が
承
知
し
て

い
る
か
。
そ
の
対
応
策
は
。

 

副
町
長 

　

限
ら
れ
た
予
算
の
中
で

調
整
を
図
り
検
討
し
た
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
対
策

 

質
問 

　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の

町
の
対
応
を
問
う
。

 

総
務
課
長 

　

国
・
県
等
よ
り
の
情
報

に
応
じ
対
策
会
議
を
開
催
。

情
報
は
迅
速
に
伝
え
た
い
。

マ
ス
ク
等
は
災
害
備
蓄
品

か
ら
、町
内
福
祉
・
介
護
・

医
療
教
育
従
事
者
に
９
千

枚
を
配
布
済
み
。
今
後
不

足
分
に
つ
い
て
は
速
や
か

に
対
応
す
る
。

 

質
問 

　

マ
ス
ク
等
在
庫
状
況
は
。

 

総
務
課
長 

　

厳
し
い
が
、
複
数
業
者

に
発
注
を
か
け
確
保
に
努

め
て
い
る
。

 

質
問 

　

観
光
・
旅
館
・
商
工
業
・

販
売
所
・
企
業
に
大
き
な

影
響
が
出
て
い
る
情
報
把

握
、
対
策
は
ど
う
か
。
終

息
予
想
さ
れ
た
ら
間
髪
入

れ
ず
観
光
・
誘
客
・
宣
伝

を
実
施
す
る
な
ど
、
対
策
、

準
備
を
ど
う
考
え
る
か
。

 

観
光
商
工
課
長 

　

状
況
を
見
な
が
ら
、国
・

県
等
様
々
な
支
援
策
を
最

大
限
活
用
す
る
と
と
も
に
、

関
係
機
関
と
連
携
を
図
り

な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
。

石山貴美夫 議員

町営いやしの里診療所
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質
問 

　

学
校
の
再
編
・
統
合
に

つ
い
て
伺
う
。

 

副
町
長 

　

平
成
30
年
７
月
に
「
学

校
設
置
適
正
化
及
び
教
育

の
あ
り
方
検
討
協
議
会
」

を
立
ち
上
げ
、
調
査
・
研

究
・
協
議
を
行
っ
て
き
た
。

　

ま
た
、
保
護
者
や
地
域

住
民
等
を
対
象
に
し
た
意

見
交
換
会
、
子
育
て
支
援

施
設
に
お
い
て
の
意
見
交

換
会
を
開
催
し
た
。

　

令
和
６
年
度
か
ら
の
町

内
２
か
所
の
義
務
教
育
学

校
の
開
校
に
向
け
、
保
護

者
や
地
域
の
皆
さ
ん
へ
の

説
明
と
ご
理
解
を
い
た
だ

け
る
よ
う
準
備
を
進
め
て

い
き
た
い
。

 

質
問 

　

昨
年
の
11
・
12
月
に
実

施
し
た
「
こ
れ
か
ら
の
本

町
の
教
育
に
係
る
意
見
交

換
会
」
へ
は
、
私
も
出
席

し
た
が
。

　

延
べ
出
席
者
１
３
８
人

の
内
、
保
護
者
の
出
席
は
、

１
０
０
人
以
下
だ
っ
た
と

思
う
。
町
全
体
の
保
護
者

を
３
０
０
人
以
上
と
考
え

る
と
少
な
い
。
そ
の
要
因

は�

何
だ
と
思
う
か
。

 

教
育
総
務
課
長 

　

少
な
か
っ
た
と
い
う
こ

と
も
事
実
か
と
思
う
が
、

考
慮
し
た
つ
も
り
で
あ
る
。

 

質
問 

　

意
見
交
換
会
が
第
一
小

学
区
、
南
部
小
学
区
に
設

定
さ
れ
な
か
っ
た
。

　

若
い
人
た
ち
を
始
め
地

域
・
保
護
者
の
声
を
聴
く

こ
と
を
第
一
の
目
的
に
し

て
欲
し
か
っ
た
。
設
定
さ

れ
な
か
っ
た
理
由
を
伺
う
。

 

教
育
総
務
課
長 

　

参
加
者
は
、
車
で
来
る
。

意
見
が
出
や
す
く
な
る
雰

囲
気
づ
く
り
が
大
切
だ
と
、

協
議
会
等
で
協
議
し
た
。

 

質
問 

　

意
見
交
換
会
で
出
席
者

か
ら
出
た
意
見
・
思
い
の

概
要
を
伺
う
。

 

教
育
総
務
課
長 

　
「
意
見
交
換
会（
報
告
）」

内
の
参
加
者
意
見
録
を
確

認
し
て
い
た
だ
き
た
い
。�

 

質
問 

　
「
教
育
の
あ
り
方
検
討
協

議
会
」
で
示
さ
れ
た
「
学

校
教
育
施
策
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
」
の
概
要
を
伺
う
。

 

教
育
総
務
課
長 

　

令
和
４
年
度
か
ら
「
施

設
分
離
型
の
小
中
一
貫
教

育
」の
開
始
、令
和
５
年
度

に
、町
内
１
か
所
に「
義
務

教
育
学
校
」ま
た
、町
内
１

か
所
に
「
施
設
併
設
型
の

小
中
一
貫
型
小
学
校
・
中

学
校
」
の
開
校
を
目
指
す
。

令
和
６
年
度
か
ら
は
、
町

内
２
か
所
に
「
義
務
教
育

学
校
」
の
開
校
を
目
指
す
。

 

質
問 

　

学
校
教
育
施
策
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
推
進
し
て
い

く
に
は
、
保
護
者
の
声
に

謙
虚
に
耳
を
傾
け
る
こ
と

が
大
切
で
あ
る
と
思
う
。�

　

実
践
す
る
た
め
の
方
策

を
伺
う
。

 

教
育
総
務
課
長 

　

こ
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の

実
現
に
は
、
保
護
者
、
地

域
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
が

不
可
欠
と
考
え
て
い
る
。

　

そ
の
た
め
に
も
、
小
・

中
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
等

で
の
説
明
、
保
育
園
や
幼

稚
園
の
保
護
者
・
子
育
て

支
援
施
設
の
利
用
者
へ
の

説
明
、
各
学
校
区
で
の
説

明
会
等
の
開
催
等
の
方
法

で
周
知
し
、
対
応
し
て
い

き
た
い
。

 

質
問 

　

川
根
本
町
の
10
年
後
、

20
年
後
を
考
え
た
場
合
、

義
務
教
育
学
校
を
２
つ
必

要
だ
ろ
う
か
と
町
民
の
方

か
ら
聴
く
。

「
百
聞
は
一
見
に
如し

か
ず
」

　

平
成
30
年
に
静
岡
県
で

初
め
て
「
伊
豆
市
立
土
肥

小
中
一
貫
校
・
義
務
教
育

学
校
」
が
開
校
し
た
。
少

子
化
に
伴
う
学
校
再
編
で

誕
生
し
た
と
聞
く
。

　

見
学
す
る
学
校
の
１
つ

と
し
て
挙
げ
て
い
た
だ
き

た
い
。

 

教
育
総
務
課
長 

　

現
状
に
お
い
て
は
、
見

学
会
の
実
施
は
考
え
て
い

な
い
が
、
今
後
の
説
明
会

等
の
中
で
、
そ
の
よ
う
な

意
見
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
を

踏
ま
え
て
検
討
し
た
い
。

 

質
問 

　
「
保
護
者
代
表
の
教
育

委
員
」
が
３
月
議
会
で
同

意
さ
れ
、
約
２
年
６
か
月

欠
員
と
な
っ
て
い
た
が
、

よ
う
や
く
教
育
委
員
会
の

体
制
が
整
っ
た
。

　

今
後
の
教
育
委
員
会
の

職
務
の
遂
行
に
あ
た
り
、

抱
負
を
伺
う
。�

 

副
町
長 

　

保
護
者
代
表
の
委
員
か

ら
も
、
い
ろ
い
ろ
な
ご
意

見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

川
根
本
町
型
の
教
育
を
推

進
し
て
い
き
た
い
。

問 学校教育施策スケジュール推進の方策は

答 PTA総会・各学区での説明会等を開催する

杉山広充 議員

中川根第一小学校

本川根中学校
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質
問 

　

町
長
は
よ
く
「
子
ど
も

は
町
の
宝
」
と
言
う
。
そ

の
町
の
宝
で
あ
る
子
ど
も

を
大
事
に
育
て
る
た
め
に
、

子
ど
も
た
ち
が
遊
ぶ
た
め

の
安
全
な
公
園
を
整
備
し

て
い
く
こ
と
は
重
要
で
必

要
と
思
う
が
、
い
か
が
か
。

 

副
町
長 

　

議
員
が
言
わ
れ
た
と
お

り
、
子
ど
も
た
ち
が
遊
ぶ

た
め
に
整
備
さ
れ
た
安
全

な
公
園
は
、
当
然
必
要
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　

既
存
の
公
園
の
使
い
勝

手
の
改
善
や
維
持
管
理
に

努
め
、
公
園
の
機
能
向
上

を
図
り
、
利
用
を
促
進
す

る
こ
と
で
、
親
し
み
や
す

い
公
園
づ
く
り
を
進
め
て

い
き
た
い
。

　

ま
た
、
子
育
て
世
代
へ

の
環
境
整
備
と
し
て
、
保

育
園
及
び
児
童
遊
園
な
ど

の
遊
具
の
安
全
性
が
確
保

さ
れ
て
い
る
施
設
の
充
実
、

利
用
機
会
の
拡
大
に
よ
り
、

ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
き
た

い
。

 
質
問 

　

新
町
建
設
計
画
の
主
要

事
業
に
、
身
近
な
公
園
の

整
備
が
挙
げ
ら
れ
、
ま
た

第
二
次
総
合
計
画
に
も
、

既
存
の
公
園
の
有
効
活
用

と
新
た
な
公
園
の
整
備
に

つ
い
て
、
検
討
・
支
援
が

必
要
と
あ
る
。
町
は
そ
の

事
業
計
画
や
課
題
を
ど
う

推
進
し
、
克
服
し
よ
う
と

し
て
い
る
の
か
。

 

企
画
課
長 

　

既
存
の
公
園
機
能
を

持
っ
た
広
場
は
、
町
内
に

点
在
し
て
い
る
現
状
で
あ

る
。
広
場
の
機
能
や
場
所

を
含
め
た
情
報
提
供
の
不

足
や
老
朽
化
に
よ
り
、
利

用
が
少
な
い
。
今
後
は
利

用
し
や
す
さ
に
向
け
、
面

的
な
利
用
促
進
を
展
開
し

た
い
。

 

質
問 

　

現
存
の
公
園
や
、
区
の

公
民
館
な
ど
に
あ
る
、
さ

び
つ
い
た
遊
具
等
の
対
応

に
つ
い
て
、
何
か
考
え
て

く
れ
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、

ど
こ
の
課
が
ど
の
よ
う
に

担
当
す
る
の
か
。

 

総
務
課
長 

　

地
区
と
し
て
そ
の
公
園

の
在
り
方
、
考
え
方
、
取

り
組
み
方
と
い
っ
た
も
の

を
も
っ
て
も
ら
い
、
例
え

ば
い
や
し
の
里
整
備
事
業

等
を
活
用
し
て
対
応
し
て

い
く
こ
と
も
、
今
後
の
取

り
組
み
と
し
て
は
可
能
。

 

質
問 

　

町
内
子
育
て
世
代
の
保

護
者
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
実
施
し
、
児
童
館
や
公

園
な
ど
、
子
ど
も
の
遊
び

場
の
拡
充
の
要
望
が
最
も

多
か
っ
た
が
、
町
の
支
援

事
業
計
画
で
は
「
町
全
体

を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
た
遊

ぶ
機
会
の
提
供
、
遊
び
に

関
す
る
情
報
提
供
の
充
実

を
実
施
す
る
。」
で
あ
り
、

保
護
者
の
思
い
が
反
映
さ

れ
て
い
な
い
。
調
査
で
は
、

児
童
公
園
等
を
切
望
す
る

意
見
が
多
か
っ
た
。
こ
れ

は
近
く
に
適
応
し
た
公
園

が
な
い
と
い
う
実
態
が
あ

る
か
ら
だ
と
思
う
が
、
い

か
が
か
。

 

副
町
長 

　

第
二
次
総
合
計
画
で
の

取
り
組
み
や
、
第
二
期
子

ど
も
子
育
て
支
援
事
業
計

画
策
定
時
の
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
の
結
果
等
も
踏
ま
え
、

限
ら
れ
た
予
算
の
中
で
、

効
果
的
に
進
め
て
い
く
に

は
、
既
存
の
施
設
や
安
全

の
確
保
さ
れ
た
遊
具
の
あ

る
施
設
の
開
放
、
利
便
性

を
図
る
こ
と
が
優
先
で
あ

る
と
考
え
、
今
回
の
計
画

に
盛
り
込
ん
だ
。

問 子どもが安全に遊べる公園整備は必要か

答 当然必要であり、改善や維持管理に努める

中原　緑 議員
瀬平児童遊園地

上岸区集会場前広場

もりのいずみ「ちびっこ広場」（八木）子育て支援施設「こもれび」（地名）
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耕
作
放
棄
地
等

�

対
策
に
つ
い
て

 

質
問 

　

茶
園
だ
け
で
な
く
、
耕

作
放
棄
さ
れ
る
田
も
年
々

増
え
る
傾
向
に
あ
る
が
、

休
耕
田
を
再
生
し
よ
う
と

す
る
者
に
対
し
、
苗
等
の

購
入
費
を
助
成
す
る
考
え

は
な
い
か
。

 

副
町
長 

　

水
稲
苗
の
補
助
に
つ
い

て
は
、
他
の
作
物
、
他
の

業
種
と
の
調
整
を
進
め
な

が
ら
慎
重
に
進
め
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い

る
。

 

質
問 

　

新
規
就
農
希
望
者
の
参

入
を
容
易
に
す
る
た
め
、

農
地
法
の
定
め
る
下
限
面

積
を
見
直
す
考
え
は
な
い

か
。

 

農
林
課
長 

　

こ
の
下
限
面
積
に
つ
い

て
は
、
基
本
的
に
は
５
反

歩
、
川
根
本
町
は
県
下
で

一
番
低
い
２
反
歩
。
２
反

歩
は
、
農
業
経
営
を
行
っ

て
い
く
上
で
の
、
最
低
な

数
字
だ
と
思
う
。

人
工
透
析
患
者
等
に

�

対
す
る
支
援
に
つ
い
て

 

質
問 

　

人
工
透
析
患
者
や
家
族

等
の
負
担
軽
減
措
置
を
今

後
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い

く
考
え
で
あ
る
か
。

 

副
町
長 

　

今
実
施
し
て
い
る
腎
機

能
障
害
者
通
院
費
助
成
事

業
や
外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス

を
継
続
し
、
少
し
で
も
患

者
の
皆
さ
ん
の
負
担
を
軽

減
す
る
努
力
を
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

 

質
問 

　

人
工
透
析
者
等
の
ニ
ー

ズ
調
査
の
結
果
、
町
内
で

の
透
析
を
望
む
声
が
非
常

に
多
い
が
、
町
内
に
人
工

透
析
が
で
き
る
よ
う
な
施

設
を
設
け
る
考
え
は
あ
る

か
。

 

副
町
長 

　

町
内
で
の
透
析
治
療
を

望
む
声
が
多
数
で
あ
る
こ

と
は
認
識
し
て
い
る
。
ま

た
、
特
定
健
診
の
結
果
か

ら
も
今
後
透
析
治
療
が
必

要
な
方
が
出
て
く
る
可
能

性
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

現
状
を
踏
ま
え
、
地
元
医

師
を
始
め
、
関
係
機
関
の

意
見
等
を
伺
い
な
が
ら
、

中
長
期
的
に
考
え
、
判
断

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。

空
き
家
等
へ
の
対
策
と

�

利
活
用
に
つ
い
て

 

質
問 

　

空
き
家
等
希
望
者
が
気

楽
に
相
談
で
き
る
体
制
の

整
備
を
ど
の
よ
う
に
行
っ

て
い
こ
う
と
考
え
て
い
る

か
。

 

企
画
課
長 

　

来
年
度
、
移
住
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
配
置
を

考
え
て
い
る
。

　

移
住
者
の
相
談
業
務
等

と
合
わ
せ
て
空
き
家
の
相

談
も
行
う
。
そ
れ
ら
の
活

動
の
中
で
、
よ
り
良
い
体

制
、
身
近
な
相
談
員
と
い

う
よ
う
な
こ
と
で
、
気
楽

に
で
き
る
相
談
体
制
を
構

築
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

 

質
問 

　

ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼

品
と
し
て
町
が
考
え
て
い

る
空
き
家
管
理
代
行
サ
ー

ビ
ス
と
は
ど
の
よ
う
な
も

の
で
あ
る
の
か
。

 

企
画
課
長 

　

本
業
務
に
は
対
応
し
て

い
た
だ
く
事
業
者
が
必
須

で
あ
る
。

　

空
き
家
の
管
理
代
行
と

し
て
は
、
建
物
周
辺
環
境

整
備
と
室
内
換
気
、
清
掃

等
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ

ら
は
建
物
を
維
持
し
て
い

く
上
で
必
要
で
あ
る
と
考

え
る
。

〈
町
内
で
の
透
析
を
熱
望
〉

・�

う
ち
の
土
地
を
提
供
し

て
も
い
い
の
で
、
町
内

で
透
析
し
た
い
。

・�

生
き
て
い
る
間
に
町
営

の
透
析
セ
ン
タ
ー
が
で

き
、
安
心
し
て
長
生
き

す
る
こ
と
を
望
み
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
声
に
如い

何か

に
し
て
応
え
て
い
く
の
か

問 町内に人工透析センターの建設を

答 地元医師等の意見を伺いながら検討する

中澤莊也 議員
耕作放棄された田

13※掲載記事は発言議員本人からの寄稿によるものです。



問 自治体財政健全化について

答 未来に期待する予算編成に努める
 

質
問 

　

町
長
は
「
今
後
向
こ
う

５
年
間
程
度
の
短
期
ス
パ

ン
に
お
け
る
地
方
財
政
運

営
に
臨
ん
で
い
く
考
え
で

あ
る
」
と
答
弁
さ
れ
ま
し

た
が
、
今
後
ど
の
よ
う
に

対
応
し
て
い
く
の
か
、
方

針
を
伺
う
。

 

副
町
長 

　

地
方
公
務
員
法
の
改
正
、

町
の
補
助
金
交
付
要
綱
の

改
正
、
森
林
環
境
譲
与
税

や
地
方
消
費
税
交
付
金
と

い
っ
た
国
庫
支
出
金
等
々
、

今
年
度
か
ら
来
年
度
に
か

け
て
見
通
し
に
く
い
様
々

な
要
因
が
あ
る
。

　

極
力
、
現
実
と
の
乖か
い

離り

を
少
な
く
し
た
財
政
見
通

し
を
立
て
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
る
。

 

総
務
課
長 

　

今
後
、
財
政
健
全
化
法

に
定
め
ら
れ
た
経
常
収
支

比
率
な
ど
様
々
な
指
標
か

ら
現
状
を
把
握
し
て
、
将

来
の
財
政
状
況
を
見
極
め

て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

令
和
２
年
度
中
の
し
か
る

べ
き
時
期
に
は
財
政
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
提
出

し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

 

質
問 

　

実
質
単
年
度
収
支
は
決

算
ベ
ー
ス
で
４
年
連
続
赤

字
に
な
っ
て
い
る
。
令
和

２
年
度
予
算
で
は
、
１
億�

９
７
０
０
万
円
基
金
取
崩

額
に
な
っ
て
い
る
の
で
、

財
政
調
整
基
金
が
５
億
６�

７
０
０
万
円
し
か
な
い
。

町
に
と
っ
て
は
大
変
問
題

が
あ
る
状
況
で
あ
る
。
早

急
に
解
消
す
る
こ
と
が
必

要
だ
と
思
う
が
、
お
考
え

を
伺
う
。

 

総
務
課
長 

　

実
質
単
年
度
収
支
が
プ

ラ
ス
に
な
っ
て
い
る
団
体

は
、
市
に
お
い
て
は
23
市

の
う
ち
11
市
、
町
に
お
い

て
は
12
町
の
う
ち
５
町
と

県
全
体
で
約
半
数
に
と
ど

ま
っ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

　

だ
か
ら
、
本
町
も
現
状

の
ま
ま
で
良
い
と
い
う
も

の
で
は
な
く
、
当
然
の
こ

と
な
が
ら
、
改
善
を
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
て
い
る
。
身
の
丈

に
応
じ
た
財
政
運
営
へ
シ

フ
ト
し
て
い
く
方
向
性
を

強
め
て
い
き
た
い
と
思
う
。

 

質
問 

　

音
戯
の
郷
の
設
置
目
的

及
び
機
能
の
再
設
計
が
必

要
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
か

ら
何
の
変
化
も
な
い
。私
は

多
く
の
フ
ァ
ン
を
抱
え
る

「
大
井
川
鐵
道
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
」
に
用
途
変
更
し
、

「
大
井
川
鐵
道
の
聖
地
」

と
し
て
音
戯
の
郷
を
収
入

の
見
込
め
る
施
設
に
変
更

で
き
な
い
か
と
考
え
る
が
、

町
長
の
考
え
を
伺
う
。

 

副
町
長 

　

財
政
状
況
の
厳
し
い
中
、

音
戯
の
郷
が
音
を
コ
ン
セ

プ
ト
に
建
設
さ
れ
た
こ
と
、

ま
た
話
題
豊
富
な
立
地
条

件
と
独
創
的
な
建
物
の
有

効
利
用
と
い
う
観
点
を
踏

ま
え
、
今
後
の
施
設
の
あ

り
方
を
再
度
検
討
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

 

観
光
商
工
課
長 

　

平
成
26
年
度
か
ら
の

ト
ー
マ
ス
号
運
行
に
よ
り
、

一
時
入
場
者
は
増
え
た
が
、

運
営
費
は
依
然
、
経
費
を

要
し
て
い
る
。

　

施
設
へ
の
誘
客
を
図
る

た
め
に
は
、
大
井
川
鐵
道

と
の
連
携
は
必
要
で
あ
る
。

　

今
後
の
施
設
を
ど
の
よ

う
に
活
用
し
て
い
く
か
再

度
検
討
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

山本信之 議員

音戯の郷の内部風景

音戯の郷のエントランス

14 ※掲載記事は発言議員本人からの寄稿によるものです。



南アルプス市「南アルプスユネスコエコパーク登録後の活動」
　2014年６月に登録されて以来６年たつが、南アルプス市民に知名度
や理解が進んでいない。南アルプスユネスコエコパークに登録された
だけでは、市外からの観光客は増えないという現実があった。
●�南アルプス市の取り組みについては、ロゴマーク入り統一デザイン
での看板の設置による発信。
　�　エコパーク内においてシカの食害などにより、櫛形山のアヤメ平
のアヤメが壊滅状態となり、観光客が激減した。防護ネットを張りシカの食害からアヤメを
守ったことにより、観光客が戻って来た事例を学ぶ。
●�川根本町においても、ユネスコエコパーク内の自然やお茶文化などの伝統的な生活を守るこ
とが、地域経済を持続可能なものとし、観光客の皆様の取り込みにも繋がっていくと思われ
た。
　�　例として南アルプスユネスコエコパークのロゴマークをツールとして、お茶の宣伝方法を
今後考えていくことも、地域の経済と自然を守っていくために重要ではと思いました。

小
こ

菅
こ　

村「人口減少対策と地域振興策」
●�小菅村は多摩川源流部にあり、面積の９５％が山林
です。小菅川を挟んで人口716人、3５0世帯と、千
頭地区と小長井地区を一つの村としたイメージで
す。
●�小さな村なのでＪＡ・診療所・小中学校・食料品
店・交番・社協・保育所・ＪＰ・ガソリンスタン
ド・旅館など一般生活に必要なものはなんでも１
拠点あり、成り立っている村だが、人口減少が続
くと今ある拠点が欠けていくことに繋がるため、
２0年後も今の人口を維持することを目標に、様々な工夫や体験などの施策を次々と打ってい
た。
●�移住定住は小学生くらいまでの親子が基本だが、父母のどちらかが付いてくればいいとの仕
組みに力を入れていた。子供の頃から村に来てくれれば、村に愛着が湧くのではとの思いを
感じた。ほとんどの中学生は卒業すると、川根本町と島田市位の距離感である大月市内の高
校へ進学するとのことであった。

令和2年2月１2日～１３日

町議会　山梨県視察研修報告
　山梨県南アルプス市と小菅村へ、南アルプスユネスコエコパークや人口減少対策と地域振興策
などについて、市や村の取り組みを視察し、今後の町づくりを考える機会となりました。
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川根本町
の明日を拓

ひら

く人たち
シリ

ーズ

今回は、本町の農家が主体となり、山間地特有の茶の魅力を発信している
「静岡山のお茶連合」を紹介します。

～浅蒸し煎茶の魅力を発信！～
� 静岡山のお茶連合　発起人　高木郷美

　川根本町と静岡、清水、島田、浜松の中山間地の茶農家７軒が４
月に、それぞれの香りや味の特徴を活かした浅蒸し煎茶をＰＲする
団体「静岡山のお茶連合」を発足しました。産地を超えて連携し、
県内外での呈茶イベントや商品販売の他、高品質な茶の製造技術を
共有するために、消費者評価や互評会なども行い、山間地特有の茶
の魅力を発信します。
　約３年前からマーケティングアドバイザーなどの指導で消費者を

引き付ける呈茶サービスの方法
を学び、商品パッケージデザイ
ンやのぼり旗の作成などに励ん
できました。需要が低迷気味の
リーフ茶でも質が高ければ注目
されます。希少価値高い浅蒸し煎茶を伝承していくため、県内
のやる気のある茶農家たちと協力し浅蒸し煎茶のＰＲ活動を
行っていくと共に、川根茶の魅力を発信していきます。現在新
型コロナウイルスの蔓延が危惧されていますが、緑茶パワーで
打破していければと思います。

　
「
わ
か
り
や
す
い
議
会

だ
よ
り
」
を
め
ざ
し
、
編

集
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
３
月
定
例
会

（
主
と
し
て
予
算
認
定
）

関
連
以
外
に
、山
梨
県（
南

ア
ル
プ
ス
市
・
小
菅
村
）

視
察
研
修
に
つ
い
て
触
れ

ま
し
た
。

　

今
後
も
、
町
民
の
皆
様

に
、「
議
会
だ
よ
り
」
を
通

し
て
、
で
き
る
限
り
の
情

報
を
提
供
し
、
ご
愛
読
い

た
だ
け
る
よ
う
に
努
め
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

�

（
杉
山
広
充
）

　（
議
会
広
報
委
員
会
）

委
員
長　
　

澤
西　

省
司

副
委
員
長　

杉
山　

広
充

委　

員　
　

中
澤　

莊
也

�

野
口　

直
次

�

中
原　
　

緑

６ 月 3 日 水
９：00～ 本会議　初日

本会議終了後 全員協議会

６月12日 金
９：00～ 本会議　 2日目

本会議終了後 議会運営委員会・全員協議会

６月25日 木 ９：00～
本会議　最終日

一般質問

◆ ６月定例会の予定 ◆

○本会議場は役場本庁3階です。
○日時は変更することもありますので、詳しくは
　議会事務局（５６－２２２９）までお問い合わせください。

議会はどなたでも傍聴できます。
ぜひ傍聴におでかけください。

【訂正とお詫び】
２月発行の議会だより57号の６ページ、令和元年12月定例会最終日の中澤莊也議員の一般質問の記事において、質問に対しての答弁者の
名前に間違いがありました。
３段目と４段目の答弁者の名前が総務課長のところは、正しくは建設課長の誤りです。
同じく３ページ二段目◎介護保険料事業は介護保険事業の誤りでした。
同じく４ページ二段目の答の部分で、時間外手当と時間外勤務手当はダブりの誤りです。
訂正してお詫びいたします。� 議会広報委員会　　　

茶茗舘にてお茶の販売

編
集
後
記
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